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目
的
論
的
、
表
現
型
、

辮
讃
法
的
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高

山
　
岩
　
男

　
　
　
　
　
　
十
｝

　
私
は
次
に
カ
ン
ト
が
愚
慮
學
的
立
場
よ
り
理
性
の
表
現
的
構
造
を
明
か
に
し
た
と
云
ふ
提
題

を
論
じ
て
見
た
い
。

　
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
先
験
的
分
析
論
に
於
て
明
か
に
し
た
中
心
事
は
、
周
知
の
如
く
、

悟
性
が
そ
の
法
期
を
旨
然
か
ら
導
き
出
す
の
で
は
な
く
道
に
悟
性
が
之
を
融
然
に
規
定
す
る
と

い
ふ
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
理
論
理
性
が
一
し
客
観
的
自
然
を
構
成
す
る
と
云
ふ
痴
言
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的

轄
回
を
論
謝
し
た
こ
と
に
存
す
る
○
之
が
カ
ン
ト
の
先
験
的
唯
心
論
の
根
本
思
想
に
外
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

い
○
　
我
々
は
こ
の
先
験
朗
唯
心
論
の
根
本
命
題
を
カ
ン
ト
自
ら
の
『
経
験
二
心
の
可
能
性
の
制
約

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
お
　
　
へ

は
同
時
に
経
験
の
謝
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
』
（
島
。
切
。
量
嘱
§
⑩
窪
急
①
官
業
O
嘗
。
葬
陸
島
韓
碍
箆
m
鮮
7

毎
轟
警
巴
歪
意
診
“
島
讐
駐
魯
げ
切
①
舞
お
毎
薦
Φ
白
鳥
韓
鷺
。
讐
。
罫
簿
創
Φ
噌
Φ
8
§
聾
ぎ
9
q
興
㌍
窯
錘
琶
7
9
）
と
云

ふ
簡
盟
・
な
命
題
に
要
約
す
る
事
が
幾
來
る
で
あ
ら
う
Q
『
自
然
』
は
カ
ン
ト
に
と
っ
て
云
ふ
迄
も
な

く
経
験
の
鍋
象
の
総
膿
を
意
味
す
る
Q
か
、
る
肖
然
の
可
能
性
の
法
購
が
経
験
の
可
能
性
の
原

　
　
　
撰
的
論
的
、
表
現
的
、
舞
澄
法
酌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
第
ご
百
　
工
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

理
で
あ
り
、
こ
の
経
験
の
可
能
性
の
原
理
は
先
験
的
主
観
の
理
性
的
機
能
に
基
き
、
そ
の
限
り
『
良
然

と
は
普
遍
的
法
則
に
從
っ
て
限
定
さ
れ
て
る
る
限
り
に
於
て
の
物
の
存
在
で
あ
る
』
と
云
ふ
の
が

カ
ン
ト
の
根
本
主
張
で
あ
る
。
カ
ン
ト
哲
學
の
問
題
は
『
経
験
』
の
構
成
の
批
判
的
開
明
に
あ
っ

た
○
『
経
験
』
に
は
『
経
験
の
輪
編
』
と
呼
ば
れ
る
客
亭
的
側
面
と
『
経
験
｛
般
』
と
辮
せ
ら
れ
る
主
膿

的
側
面
が
存
す
る
。
前
者
は
知
慮
に
於
て
軍
に
與
へ
ら
れ
る
威
性
的
存
在
で
あ
り
、
後
者
は
軍
に

主
膿
的
な
る
理
論
理
性
の
諸
機
能
で
あ
る
。
具
騰
的
な
る
『
経
験
』
師
ち
『
自
然
』
と
は
爾
側
面
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

綜
合
と
し
て
、
主
腿
が
客
膿
を
構
成
す
る
所
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
諾
成
と
は
主
騰
が
客
膿
を

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

生
み
齢
す
事
で
は
な
い
。
か
、
る
事
は
．
主
膿
の
働
き
で
な
く
、
か
》
る
働
き
を
も
つ
も
の
は
元
々

主
膿
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
Q
構
成
と
は
理
性
の
機
能
に
成
立
す
る
普
遍
的
法
則
性
を
課
し

て
與
へ
ら
れ
た
戚
性
的
客
騰
を
客
膿
と
し
て
定
立
す
る
事
で
あ
る
。
勿
論
與
へ
ら
れ
た
と
云
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
も
既
に
客
膿
と
し
て
存
す
る
も
の
が
、
原
因
と
な
っ
て
主
膿
な
る
物
に
影
響
を
輿
へ
る
事
で
は

な
い
。
域
性
的
な
知
畳
紛
心
的
駿
態
が
理
性
の
機
能
に
統
一
せ
ら
れ
て
客
膿
と
し
て
客
槻
化
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
れ
る
事
態
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
構
成
と
云
ふ
事
は
常
に
か
、
る
事
態
を
云
ふ
。
一
そ

し
て
カ
ン
ト
が
経
験
的
な
個
々
の
主
観
に
劉
し
て
特
に
『
先
験
的
主
槻
』
と
擁
し
、
樹
立
の
経
験
的

な
意
識
に
如
し
て
特
に
『
意
識
…
般
』
と
稽
す
る
も
の
は
、
か
、
る
『
維
験
』
に
於
け
る
主
槻
の
客
概



1－13

構
成
或
は
客
帯
化
を
知
る
意
識
即
ち
自
畳
を
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
先
験
的
統
畳
と
饗
す
る
の

も
之
を
現
す
で
あ
ら
う
。
か
、
る
壁
越
的
主
槻
の
碧
羅
翻
ち
自
己
反
省
に
理
性
の
宮
津
省
察
た

る
批
判
野
卑
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
○
哲
學
は
理
性
の
肖
畳
で
あ
る
。
『
唐
然
』
が
先
験
的
主
観
の

客
観
化
な
る
事
を
微
底
的
に
町
勢
認
識
す
る
立
場
が
批
判
哲
學
で
あ
っ
て
、
所
謂
自
然
科
學
で
は

な
い
。
併
し
哲
西
の
か
、
る
寺
崎
も
た
“
朝
鮮
の
究
極
朗
な
了
解
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
く
し
て
客
槻
的
存
在
の
総
騰
た
る
『
艶
然
』
が
『
先
験
的
主
槻
』
の
表
現
に
外
な
ら
澱
と
云
ふ
事

を
論
察
し
淀
の
が
、
カ
ン
ト
の
劃
期
的
な
功
業
で
あ
っ
て
、
コ
ペ
川
エ
ク
ス
的
蒋
回
の
深
き
意
義
も

こ
、
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
『
嵐
然
』
が
『
先
駿
出
殻
槻
』
の
表
現
で
あ
る
と
云
ふ
こ
の
理
念
は
直
接
的
に
『
先
験
的
圭
概
』
や
『
理

性
』
の
分
析
や
内
省
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
又
か
、
る
事
は
原
理
上
途
魅
せ
ら
れ

る
も
の
で
な
い
。
何
と
な
れ
ば
『
先
験
的
主
観
』
は
分
析
内
省
さ
れ
る
如
き
封
象
存
在
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
〇
　
一
般
に
我
々
の
生
活
に
於
て
堪
忍
が
轡
己
の
直
路
・
や
内
省
に
よ
っ
て
得
ら
れ
す
、

寧
ろ
宮
津
に
鋼
難
し
慮
己
を
否
定
す
る
如
き
他
と
し
て
の
客
禮
に
懲
己
を
登
製
す
る
に
至
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

達
せ
ら
る
、
如
く
、
カ
ン
｝
に
於
て
も
理
性
の
自
畳
即
ち
脅
己
認
識
は
自
然
科
學
の
事
實
に
訴
へ
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

『
膚
然
』
な
る
表
現
の
望
事
を
媒
介
し
て
初
め
て
達
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
。
彼
は
『
膚
然
』
に
於
て

　
　
　
臼
的
論
的
、
嚢
現
的
、
欝
談
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
學
研
究
第
二
百
三
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

客
観
的
な
ら
ざ
る
も
の
、
隅
隅
に
苦
慮
し
、
之
を
所
謂
先
天
的
綜
合
鋼
漸
に
求
め
て
、
之
が
爆
撃
的

主
掘
の
理
性
朗
機
能
に
基
く
事
を
綿
密
に
論
謹
し
た
の
で
あ
る
Q
こ
の
意
昧
で
批
劉
哲
學
の
精

紳
を
、
事
實
を
豫
縛
し
て
そ
の
樺
利
根
糠
を
問
ふ
と
す
る
の
は
正
し
い
。
理
性
の
宮
己
認
識
は
『
脅

然
』
の
解
鐸
を
媒
介
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
　
批
劉
哲
學
は
理
性
の
心
理
學
で
は
な
い
。
寧
ろ

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

實
験
酌
な
解
騨
學
で
あ
る
。
何
故
實
臨
聯
朗
か
と
云
へ
ば
、
『
激
論
』
が
主
観
的
t
客
槻
的
な
る
表
現
な

る
事
は
声
門
繹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
現
は
た
や
了
解
せ
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

、
限
り
に
鞭
て
の
み
表
現
で
あ
る
。
一
そ
し
て
カ
ン
ト
が
批
、
割
哲
學
の
問
題
を
樺
利
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
だ
の
は
、
所
謂
事
實
の
問
題
が
元
々
不
可
能
且
循
環
的
な
る
表
現
の
心
理
的
成
立
の
過
程
を

明
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
に
煙
し
、
理
性
の
表
現
的
欝
燈
を
競
か
に
す
る
の
が
哲
學
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

唯
～
の
本
務
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
○
批
判
哲
學
は
『
自
然
』
な
る
事
誤
を
前
に
置
い
て
そ
の
解

　
　
　
　
　
し
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

騨
よ
り
一
自
然
科
學
は
解
鐸
す
る
も
の
で
は
な
い
一
『
自
然
』
が
實
は
『
先
験
的
主
槻
』
の
表

へ

現
に
外
な
ら
澱
事
を
知
り
、
こ
の
表
現
の
構
造
と
關
係
の
本
質
を
開
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
之
を
近
代
の
轟
然
科
學
に
基
く
自
然
に
就
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
原
主
上
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
凡
ゆ
る
領
域
に
就
て
行
ひ
得
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
　
カ
ン
ト
哲
學
の
十
階
は
先
つ
か
、
る
『
表

ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

現
的
な
る
も
の
』
の
登
見
の
う
ち
に
存
す
る
。
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併
し
乍
ら
カ
ン
ト
に
於
て
『
顕
然
』
が
表
現
で
め
る
と
云
ふ
事
は
云
ふ
蓬
も
な
く
そ
の
普
逼
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

法
則
的
方
面
、
簡
…
箪
に
云
へ
ば
形
式
的
側
面
に
の
み
止
ま
る
。
こ
の
事
は
主
観
が
客
概
を
産
み
出

へ

す
と
云
ふ
方
向
に
カ
ン
ト
の
意
圖
を
誤
解
す
る
限
り
不
徹
底
の
事
で
め
ら
う
が
、
カ
ン
ト
の
眞
意

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
表
現
的
な
る
も
の
＼
登
見
に
あ
る
と
見
る
時
は
當
然
の
事
で
あ
ら
う
。
表
現
に
於
て
産
出
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

事
態
は
あ
り
得
す
、
あ
る
も
の
は
構
成
の
事
態
で
あ
る
。
ー
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
理
性
は
主
掘
の

普
遍
軍
法
剛
的
即
ち
形
式
的
機
能
で
あ
り
、
そ
の
限
り
主
槻
は
先
験
的
主
親
で
あ
っ
て
、
主
槻
或
は

自
我
の
内
容
は
凡
て
経
験
的
霞
然
的
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
Q
こ
の
経
験
的
内
容
が
先
験
的
主

観
の
反
省
に
於
て
客
親
呂
調
象
と
な
る
の
で
あ
る
○
換
言
す
れ
ば
『
自
然
』
は
形
式
と
内
容
の
全

膿
に
亙
っ
て
表
現
な
の
で
は
な
く
、
主
槻
の
客
観
化
せ
ら
れ
た
も
の
は
た
い
形
式
的
方
面
の
み
に

止
ま
る
の
で
あ
る
Q
　
カ
ン
ト
は
『
自
然
』
な
る
表
現
に
於
て
、
表
現
の
『
意
味
』
な
る
普
遍
的
法
則
性

を
表
現
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
、
意
味
の
罐
は
れ
る
『
質
料
』
は
軍
に
輿
へ
ら
れ
る
と
考
へ
た
の
で
あ

る
。
理
性
は
畢
覧
普
遍
的
法
遡
性
の
磯
能
に
止
ま
る
Q
『
唐
然
』
の
中
に
は
如
何
に
理
性
の
機
能
を

以
て
も
到
底
誰
す
可
か
ら
ざ
る
当
事
的
超
越
恥
辱
籐
郎
ち
『
質
料
』
が
存
す
る
Q
こ
の
残
除
は
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

實
に
は
解
緯
の
程
度
に
鷹
じ
て
程
度
的
の
も
の
と
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、
飽
く
迄
も
原
理
的
の
痩
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
っ
て
、
之
が
『
表
現
』
だ
る
『
自
然
』
の
客
頚
縄
超
越
性
の
根
薇
を
な
す
も
の
で
あ
る
○
之
が
力

　
　
　
灘
的
論
的
、
表
覗
的
、
霧
識
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
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哲
學
研
究
第
二
百
議
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ

ン
ト
の
物
肖
禮
に
外
な
ら
な
い
。
　
カ
ン
ト
が
初
め
て
明
か
に
し
た
理
性
の
表
現
麟
構
造
を
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
　
　
う
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
知
る
事
な
く
，
カ
ン
ト
が
批
鋼
の
鋤
象
と
し
た
因
果
性
並
に
實
軸
性
の
築
き
範
疇
を
生
膿
客
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
驕
係
に
迄
混
入
す
る
入
山
に
甚
だ
不
可
能
な
且
矛
盾
し
だ
も
の
と
し
て
映
す
る
こ
の
物
癬
騰

は
、
表
現
的
構
造
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
何
等
矛
盾
な
き
至
極
気
管
の
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
滋
。

批
判
哲
學
の
立
場
は
因
果
性
や
實
膿
性
の
構
造
を
明
か
に
し
、
そ
れ
が
自
然
の
即
ち
醤
象
存
在
の

範
疇
な
る
事
を
批
録
す
る
立
場
で
、
耳
環
哲
學
そ
れ
自
制
は
因
果
性
と
も
訓
解
性
と
も
異
り
之
等

と
原
理
的
秩
序
的
に
異
る
新
し
き
別
個
の
範
疇
に
立
脚
す
る
の
で
あ
る
○
之
が
今
云
ふ
π
如
く

表
現
的
範
疇
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
は
躍
然
物
自
燈
は
承
認
せ
ら
る
べ
き
で
、
寧
ろ
物

深
黒
の
承
認
に
こ
の
立
場
が
表
現
酌
範
疇
の
立
場
な
る
事
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
之
を
否
定
し

よ
う
と
す
る
事
は
表
現
的
範
疇
を
知
ら
ざ
る
事
を
意
味
す
る
か
或
は
唯
心
論
的
迷
妾
に
陥
る
事

を
現
す
に
…
過
ぎ
な
い
○
　
こ
の
『
物
唐
艘
』
は
表
現
た
る
『
蕩
然
』
と
は
異
り
、
そ
の
客
贈
…
的
根
源
或
は

　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
へ

根
音
と
し
て
根
．
二
黒
窃
然
と
嫁
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
或
は
表
現
た
る
『
凝
然
』
は
言
纂
箏
壼
雫

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ξ
ρ
霞
と
、
物
自
膿
た
る
『
根
源
的
慮
然
』
は
之
に
嘉
し
て
塁
9
3
欝
舞
霞
p
器
と
幕
す
る
の
が
よ
）
正
當

で
あ
る
と
思
ふ
。

　
『
根
源
絢
肖
然
』
と
し
て
の
物
量
機
は
か
ぐ
表
現
と
し
て
の
『
宮
然
』
の
映
く
可
か
ら
ざ
る
契
機
を



X7
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

な
し
、
『
自
然
』
の
根
篠
と
な
っ
て
、
そ
の
超
越
性
の
基
底
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
『
根
源
的
自
然
』
の
超

へ
　
　
へ
越
性
は
批
割
興
學
に
於
て
充
分
に
承
認
す
る
事
が
出
來
得
な
い
で
あ
ら
う
Q
何
と
な
れ
ば
『
純
輝

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

理
性
雪
避
』
は
元
々
表
象
－
認
識
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
表
象
－
認
識
的
立
場
は
元
々
『
意
識
の
命

題
』
が
現
す
如
く
客
騰
の
超
越
性
を
そ
の
ま
、
に
承
認
す
る
事
の
出
來
ぬ
立
場
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
表
象
－
認
識
的
立
場
に
立
つ
限
り
『
意
識
の
命
題
』
は
全
く
正
し
い
、
即
ち
客
膿
は
客
膿
だ
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
凡
て
表
象
と
し
て
意
識
に
先
づ
内
在
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
併
し
表
現
的
立
場

に
峙
て
は
客
燈
の
超
越
性
は
當
然
『
根
源
的
自
然
』
に
融
く
も
の
と
し
て
そ
の
ま
、
顯
と
な
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

是
に
於
て
表
象
丁
認
識
的
立
場
に
立
つ
表
現
的
範
疇
に
於
て
は
『
物
舞
扇
』
は
一
つ
の
理
念
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

超
越
性
を
保
つ
よ
り
外
な
い
で
あ
ら
う
。
『
物
自
髄
』
を
灘
念
な
ら
濾
超
越
的
實
在
と
し
て
顯
に
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

持
す
る
立
場
は
表
象
丁
認
識
的
立
場
で
な
く
生
命
の
意
志
－
行
燈
納
態
度
で
あ
る
。
こ
、
に
輩
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

象
－
認
識
的
立
場
に
の
み
絡
糊
し
ぞ
こ
よ
り
毘
解
す
る
從
來
一
般
の
認
識
論
の
抽
象
性
が
明
か
と

な
る
と
共
に
か
、
る
立
場
に
立
つ
表
現
的
範
疇
の
抽
象
性
が
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
一
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

實
の
存
在
は
か
、
る
『
自
然
』
で
あ
り
、
『
自
然
』
は
自
禮
に
於
て
既
に
客
贈
借
主
膿
的
存
在
で
あ
る
Q

或
は
前
に
云
ふ
た
如
く
普
遍
的
法
期
性
な
る
『
意
昧
』
を
槻
念
的
の
も
の
と
す
れ
ば
『
論
叢
』
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
自
膿
に
於
て
既
に
實
在
的
－
槻
念
帥
存
在
で
あ
る
Q
眼
前
の
唐
然
は
皆
か
、
る
實
在
的
－
思
念
的

　
　
　
縁
的
論
的
、
表
埼
的
、
甥
謹
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
薫
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哲
醸
研
究
’
第
二
百
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

『
農
然
』
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
既
に
人
類
文
化
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
表
現
に
外
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
『
根
源
面
罵
然
』
は
か
、
る
慮
然
の
存
在
性
と
超
越
性
の
究
極
根
擦
と
し
て
存
す
る
の
で

あ
る
。
撫
育
が
既
に
観
念
的
契
機
を
含
む
も
の
と
し
て
主
訴
性
に
依
存
し
乍
ら
、
爾
主
観
よ
b
獅

立
な
爵
膿
存
在
性
を
も
つ
の
も
實
は
か
、
る
『
根
源
的
自
然
』
の
超
越
的
確
在
性
に
よ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ

る
○
カ
ン
ト
が
『
純
輝
理
性
馬
面
』
に
説
く
物
自
盤
の
眞
相
は
か
、
る
も
の
に
外
な
ら
癒
。
一

　
カ
ン
ト
が
物
自
膿
と
繕
し
た
『
根
源
的
翻
然
』
が
一
般
に
『
表
現
』
な
る
も
の
、
客
観
的
超
越
牲

の
根
標
と
し
て
恥
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
事
は
以
上
を
以
て
明
か
で
あ
る
が
、
か
》
る
『
表
現
』

と
し
て
の
『
虞
然
』
は
カ
ン
ト
に
煮
て
普
遍
的
な
る
主
概
の
表
現
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
意
識
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ

と
透
せ
ら
れ
先
瞼
的
統
畳
と
云
は
れ
る
先
験
的
主
観
が
超
個
入
的
普
逼
的
な
る
は
漸
る
迄
も
な

い
。
カ
ン
峯
に
と
っ
て
は
偲
胴
的
な
経
験
的
主
概
の
如
き
は
経
験
の
封
象
と
な
り
得
る
も
の
で

あ
っ
て
未
だ
如
何
に
し
て
も
経
験
の
甥
象
と
な
ら
ぬ
先
験
的
主
魏
で
は
な
い
。
各
個
六
感
主
観

は
各
々
良
己
を
主
槻
と
主
張
す
る
に
せ
よ
他
よ
り
見
れ
ば
各
々
経
験
の
饗
象
に
過
ぎ
な
い
。
脅

然
は
か
、
る
主
観
の
表
現
な
の
で
は
な
い
、
超
個
入
的
普
遍
的
な
る
先
験
的
主
槻
の
表
現
な
の
で

あ
る
。
1
併
し
乍
ら
こ
、
に
…
つ
の
疑
問
が
生
す
る
で
あ
ら
う
Q
経
験
の
醤
象
な
ら
ぬ
主
観

は
果
し
て
超
個
素
的
普
遍
的
主
簿
の
み
で
あ
ら
う
か
。
個
別
的
主
親
は
果
し
て
眞
實
に
経
験
の
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樹
象
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
か
Q
事
實
表
象
－
認
識
的
な
ら
ぬ
我
々
の
意
志
－
行
動
的
な
る
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

於
て
我
々
主
観
は
紫
個
別
的
で
あ
り
、
然
も
踏
継
の
封
象
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
入
格
が

即
ち
之
で
あ
る
○
個
別
的
な
ら
ぬ
人
格
は
な
く
．
劉
象
存
在
な
る
入
格
の
如
き
も
の
は
な
い
。
先

験
的
出
直
の
如
き
も
の
は
個
別
的
主
観
を
離
れ
て
は
何
臓
に
も
濁
立
に
存
し
得
る
筈
は
な
い
で

あ
ら
う
o
l
實
際
こ
の
先
験
的
普
遍
的
主
親
と
経
験
的
個
別
的
主
観
の
…
關
係
は
カ
ン
ト
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
最
も
不
明
の
黙
で
あ
ら
う
。
併
し
以
上
の
事
態
は
表
象
－
認
識
的
立
場
に
立
脚
す
る
『
純
粋
理
性

批
判
』
に
と
っ
て
は
避
く
可
か
ら
ざ
る
當
然
の
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
澱
。
何
と
な
れ
ば
主
親
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

別
性
、
人
格
の
非
劉
象
性
は
意
志
－
行
面
的
立
場
に
於
て
初
め
て
眞
實
の
事
態
を
心
す
も
の
で
あ
っ

て
、
表
象
－
認
識
的
立
場
に
於
て
は
浦
失
さ
る
、
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
は
血
膿
の
超
越
性
の
事
態

と
同
一
の
も
の
で
あ
ら
う
o
l
そ
れ
故
こ
の
問
題
は
臼
〔
然
と
入
間
の
關
係
と
は
異
る
仁
愛
証

言
と
人
問
の
團
係
並
び
に
個
人
と
個
入
の
廊
廟
に
至
っ
て
全
く
別
種
の
姿
の
解
決
を
迫
り
來
る

で
あ
ら
う
。
カ
ン
ト
に
於
て
は
身
心
と
人
間
の
閣
係
の
み
が
問
題
で
あ
っ
た
所
か
ら
、
こ
の
事
は

少
し
も
省
ら
れ
す
不
明
の
ま
、
に
留
る
の
で
あ
る
Q
－
併
し
こ
の
事
は
他
面
自
然
と
虚
聞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
へ

關
係
に
於
て
は
畢
に
表
象
－
認
識
酌
立
場
に
立
つ
が
故
に
の
み
留
ら
す
、
意
志
右
動
的
立
場
を
含
む

全
縁
的
立
場
に
於
て
も
爾
人
間
が
普
遍
的
な
る
事
態
を
現
す
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
個
人
が

　
　
　
口
的
論
的
、
表
現
的
、
辣
詮
法
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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二
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

眞
に
個
人
だ
る
は
一
般
的
共
同
的
画
然
に
卜
し
て
や
は
な
く
他
の
個
人
に
面
し
て
や
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
入
格
は
膚
然
や
客
観
朗
精
脚
に
卜
し
て
い
な
く
他
の
人
格
に
縛
し
て
初
め
て
個
人
的

な
の
で
あ
る
。
i

　
『
表
現
』
は
も
と
意
識
的
の
事
柄
で
な
く
意
識
が
却
っ
て
表
現
に
於
け
る
『
主
観
の
客
親
化
』
に
よ

り
て
成
立
す
る
事
は
前
に
明
か
に
し
た
事
で
あ
る
○
意
識
は
生
命
の
｝
面
で
あ
っ
て
生
命
の
全

膿
は
意
識
的
－
超
意
識
的
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
客
髄
が
意
識
に
欝
し
て
超
越
的
な
る
如
く
、
主
膿

も
亦
意
識
に
回
し
て
は
超
越
的
で
あ
る
。
た
や
そ
の
超
越
性
が
演
式
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

表
現
的
立
場
は
先
つ
か
、
る
超
越
的
主
膿
の
實
相
を
知
ら
う
と
す
る
立
場
と
し
て
現
れ
る
の
で

あ
る
○
主
髄
は
自
ら
を
客
膿
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
か
、
る
表
現
の
了
解
を
媒
介
す
る

こ
と
に
よ
り
初
め
て
知
ら
る
、
。
ー
ー
理
性
の
自
己
認
識
な
る
批
判
哲
學
は
か
く
し
て
冷
然
の

解
騨
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
》
よ
り
灘
性
の
普
遍
的
法
認
性
は
慮
然
に
表
現

せ
ら
れ
て
雨
露
せ
ら
れ
た
限
り
の
普
遍
操
法
期
性
な
る
事
、
換
言
す
れ
ば
慮
然
の
表
現
は
そ
れ
が

解
鐸
せ
ら
れ
た
限
う
に
出
て
表
現
な
る
事
が
明
か
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
理
性
或
は
露
然
の
普
遍

的
二
期
性
は
原
理
上
非
完
結
卿
相
甥
酌
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
濾
○
表
現
的
立
場
に
立
脚
す

る
限
り
完
結
的
絶
薄
鼠
な
普
遍
性
に
劉
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
○
何
と
な
れ
ば
現
在
劉



達
せ
ら
れ
た
普
遍
性
は
そ
の
時
々
に
於
け
る
普
遍
性
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
完
結
的
野
解
約
な
る
事

を
保
饗
す
る
原
理
は
何
露
に
も
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
Q
表
現
的
立
場
は
相
樹
主
義
聯
立
場
で

あ
る
Q
　
カ
ン
ト
が
・
十
分
認
め
な
か
つ
穴
こ
の
事
態
は
莞
然
認
め
ら
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
云
は

ね
ば
な
ら
澱
。
カ
ン
｝
の
精
帥
を
織
序
す
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
學
涙
が
範
躊
の
騰
系
を
非
完
結
的

と
し
認
識
に
相
思
性
を
上
野
す
る
事
は
カ
ン
ト
の
意
を
よ
り
徹
底
し
た
も
の
と
云
ひ
得
る
で
あ

ら
う
o
l
然
ら
ば
も
し
絶
封
的
完
結
的
普
遍
性
が
要
求
せ
ら
る
、
と
す
る
な
ら
ば
之
は
如
何

な
る
立
場
に
於
て
實
現
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
立
場
は
最
早
や
表
現
的
立
場
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
出
辱
な
い
。
　
而
も
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
侃
賢
徳
的
場
列
践
は
か
、
る
絶
量
的
完
結
的
並
邑
遍
性
を
要

求
す
る
Q
從
っ
て
道
徳
的
實
践
は
表
現
的
立
場
を
超
え
る
所
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
Q
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

實
カ
ン
塾
が
『
實
践
理
性
批
鋼
』
に
至
っ
て
こ
の
表
現
的
立
場
を
超
越
し
、
そ
れ
を
要
講
と
し
て
建

立
し
淀
の
は
こ
の
理
由
に
基
く
に
外
な
ら
澱
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ

　
我
々
は
次
に
『
純
麗
理
性
批
割
』
に
於
け
る
『
表
現
的
な
る
も
の
』
の
構
造
を
去
っ
て
、
『
實
践
理
性

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

批
判
』
に
於
け
る
そ
の
制
限
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
（
未
完
）

ユ51

臼
的
論
的
、
表
現
的
、
辮
謹
法
約

二
七


